






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 6) 堀田伊八郎「太平天国の北征軍について　その問題点の一考察」『東洋史研究』36巻 1号、1977
年。















































































































































 98) 民国『渦陽県志』巻 15、兵事（『捻軍』2、99頁）。
 99) 陸應穀奏、咸豊三年九月初一日『宮中檔咸豊朝奏摺』10、212頁。
125
 100) 周天爵奏、咸豊三年七月十四日、農民運動類・捻軍項 8328-12号、中国第一歴史檔案館蔵。この
内李月については援軍の黄河渡河後に永城県で活動していた（袁甲三奏、咸豊四年三月初四日
『鎮圧』13、109頁）。
 101) 周天爵奏、咸豊三年八月初三日、農民運動類・捻軍項 8368-16号。
 102) 袁甲三奏、咸豊三年九月二十九日『宮中檔咸豊朝奏摺』10、622頁。
 103) 袁甲三奏、咸豊三年十月十二日『宮中檔咸豊朝奏摺』10、777頁。







 106) 袁甲三奏、咸豊四年正月十七日『端敏公集』巻 3。
 107) 袁甲三奏、咸豊四年三月十七日『鎮圧』13、291頁。
 108) 佚名『山東軍興紀略』巻 1之中、粤匪二（『捻軍』4、11頁）。










 113) 民国『夏邑県志』巻 9、兵事（『捻軍』3、26頁）。なおこの時知県徐本立も殺されたが、「苗協
鎮」の率いる清軍は「認係長毛領隊、徑去」とあるように逃亡した。















































 137) 軍機大臣、咸豊四年二月二十八日・三月初一日『鎮圧』13、12, 13, 57頁。
 138) 張亮基の済南到着については張亮基奏、咸豊三年十月二十二日『鎮圧』10、626頁。また崇恩の
武定移動については崇恩奏、咸豊三年十月十九日、同書 590頁。









 146) 佚名『山東軍興紀略』巻 1之中、粤匪二（『捻軍』4、12頁）。






































































































































 225) 李濱『中興別記』巻 12（太平天国歴史博物館編『太平天国資料匯編』第 2冊上、中華書局、
1979年、210頁）。
 226) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月初七日『鎮圧』13、552頁。また同奏、咸豊四年四月二十七日によ
ると、培成らは「是時西北風大作、官兵站立迎風、該逆搶上濠牆、抛擲噴筒、火罐、將帳房、火
薬全行燃焼、遍地火燄、以致駝馬驚散」とあるように逆風のために北伐軍の攻撃を防ぎきれなか
ったという（『鎮圧』14、160頁）。
 227) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月十一日『鎮圧』13、599頁。
 228) 僧格林泌等奏、咸豊四年二月二十日『鎮圧』12、565頁。
 229) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月二十六日『鎮圧』14、146頁。
 230) 軍機大臣、咸豊四年四月初八日『鎮圧』13、559頁。
 231) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月十一日『鎮圧』13、599頁。
 232) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月二十日『鎮圧』14、82頁。
 233) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月二十六日『鎮圧』14、146頁。また勝保奏、咸豊四年四月二十日に
よると、この時勝保は桂明の陝甘兵 2000名を河南、湖北戦線の救援に向かわせたため、連鎮へ
向かった兵力は善禄の歩兵を併せて 6000名であった（同書 84頁）。
 234) 僧格林泌等奏、咸豊四年四月十一日『鎮圧』13、599頁。またこの時期の北伐軍の兵数について
は同奏、咸豊四年四月二十日『鎮圧』14、82頁。
 235) 陳思伯『復生録』『中国近代史資料叢刊続編・太平天国』4、349頁。
 236) 勝保奏、咸豊四年五月初一日『鎮圧』14、187頁。
 237) 李開芳供詞、咸豊五年四月『清代檔案史料叢編』5、166頁。
 238) 崇恩奏、咸豊四年五月初五日『鎮圧』14、256頁。
 239) 勝保奏、咸豊四年五月初六日『鎮圧』14、263頁。
 240) 李開芳供詞、咸豊五年四月『清代檔案史料叢編』5、166頁。
131
 241) 菊池秀明「広東凌十八蜂起とその影響について」『金田から南京へ―太平天国初期史研究』汲
古書院、2013年、167頁。
 242) 菊池秀明「太平天国における私的結合と地方武装集団」『歴史学研究』880号、2011年。
